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対
象　

市
内
に
在
住
か
つ
在
学

の
小
学
３
〜
５
年
生

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
せ

ん
に
よ
り
出
演
者
を
選
出
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

若
干
名

●
内
容　

来
春
発
刊
さ
れ
る
市
勢

要
覧
の
中
で
、
市
の
施
設
の
案
内
、

事
業
内
容
の
紹
介
、
市
民
対
談
な

ど
に
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す

※
著
作
権
・
肖
像
権
は
安
城
市
に

帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

秘
書
課（
広
報
広

聴
係
）で
配
布
す
る
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を 
貼 は

っ
た
う
え
、
郵
送
で　

月
６
日�

１１

〜　

日�
に
、
安
城
市
役
所
秘
書

１７
課
広
報
広
聴
係（
〒　

―
８
５
０

４４６

１
安
城
市
桜
町　

―　

）へ

１８

２３

※
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

安
城
市
の
市
勢
要
覧
に
出
演
す
る

　

小
学
生
を
募
集
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
▼
秘
書
課

■
環
境
衛
生
功
労
者
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羽  
矢 　
 
勝  
之 　
〈
里
町
〉

は 

や 

か
つ 
し

　

石
橋
公
園
北
側
の
土
手
の
芝
生

の
清
掃
整
理
及
び
桜
の
落
ち
葉
清

掃
を
長
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 
粂 　　
く
め

 
光 　 
次 　
〈
橋
目
町
〉

み
つ 

じ

　

子
ど
も
遊
園
地
の
花
壇
作
り
や

除
草
、
市
営
墓
苑
の
広
場
の
除
草

を
長
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

伊
藤　
 
久  
子 　
〈
今
本
町
〉

ひ
さ 
こ

　

自
宅
近
く
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
分
別
・
整
理
、
周
辺
の
清
掃

活
動
を
長
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

鳥
居　
　 
肇 　
〈
箕
輪
町
〉

は
じ
め

　

長
年
、
清
掃
監
視
指
導
員
と
し

て
町
内
の
生
活
環
境
保
全
に
努
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

本
間　
 
敬  
子 　
〈
美
園
町
〉

け
い 
こ

　

美
園
住
宅
内
の
側
道
脇
や
空
き

地
に
四
季
折
々
の
草
花
を
植
え
、

町
内
の
美
化
活
動
を
率
先
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

都
築　
　 
勝 　
〈
姫
小
川
町
〉

ま
さ
る

　

浅
間
神
社
近
く
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
監
視
と
ご
み
回
収
後
の

後
片
付
け
を
長
年
行
わ
れ
、
当
番

制
に
な
っ
た
現
在
も
清
掃
監
視
委

員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
衛
生
功
労
者
・
環
境
美
化
標
語
の
優
秀
者
を

　

表
彰
し
ま
し
た

■
環
境
美
化
標
語
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●
最
優
秀
賞

鶴
岡　
　
一　

「
始
め
よ
う
！　
我
が
家
の
前
か
ら

　
街
の
美
化
」

●
優
秀
賞

齋
藤 
義  
幸 
・

よ
し 
ゆ
き

加
藤 
美  
紀 
・

み 

き

河
合 
紋 あや

 
子 
・
大
橋

こ

 
隆  
吉 
・

り
ゅ
う 
き
ち

増
田 
貞  
幸 
・
成

さ
だ 
ゆ
き

田 
泰  
之 

や
す 
ゆ
き

問
い
合
わ
せ
▼

環
境
保
全
課（
清
掃
事
業
所
内

／�
〈　

〉３
０
５
３
）

７６

市勢要覧イメージ
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◎
市
施
設
管
理
協
会　
　

　

期
限
付
き
職
員　
　
　

　
（
来
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

■
学
校
・
公
民
館
等
用
務
職
員

●
採
用
予
定
人
数　

１
人
程
度

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２

３１

日
〜
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

４７

で
、
普
通
自
動
車
免
許
を
持
つ
人

●
試
験
日　
　

月　

日�
（
第
１

１１

２２

次
試
験
／
筆
記
）、　

月　

日�

１２

１９

（
第
２
次
試
験
／
面
接
）

■
給
食
調
理
員

●
採
用
予
定
人
数　

３
人
程
度

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２

４１

日
〜
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

５２

の
人

●
試
験
日　
　

月　

日�
（
第
１

１１

２２

次
試
験
／
筆
記
）、　

月　

日�

１２

１９

（
第
２
次
試
験
／
面
接
）

■
幼
稚
園
・
保
育
園
用
務
員

　
（
期
限
付
き
）

●
採
用
予
定
人
数　

９
人
程
度

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２

３１

日
〜
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

５２

で
、
普
通
自
動
車
免
許
を
持
つ
人

●
試
験
日　
　

月　

日�
（
面
接
）

１２

１９

■
公
園
作
業
職
員（
期
限
付
き
）

●
採
用
予
定
人
数　

７
人
程
度

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２

１９

日
〜
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

２４

で
、
普
通
自
動
車
免
許（
Ａ
Ｔ
車

限
定
は
不
可
）を
持
つ
人

●
試
験
日　
　

月　

日�
（
面
接
）

１２

１９

※
期
限
付
き
採
用
に
つ
い
て
は
、

１
年
ご
と
に
更
新
し
、
最
長
を
５

年
間
と
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　
　

月
２
日�
〜　

１１

１０

日�
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
、

市
施
設
管
理
協
会
へ

※
試
験
実
施
要
綱
や
受
験
申
込
書

は
、
同
協
会
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◎
市
職
員　
　
　
　
　
　

　
（
来
年
４
月
１
日
採
用
予
定
）

■
技
能
・
作
業
職

●
採
用
予
定
人
数　

３
人
程
度

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２

５２

日
以
降
生
ま
れ
で
、
普
通
自
動
車

免
許（
Ａ
Ｔ
車
限
定
は
不
可
）を
持

つ
人

●
試
験
日　
　

月　

日�
（
第
１

１１

２２

次
試
験
／
筆
記
）、　

月　

日�

１２

１９

（
第
２
次
試
験
／
面
接
）

■
任
期
付
き
職
員　
　
　
　

　
（
保
育
士
・
教
諭
職
）

●
採
用
予
定
人
数　

７
人
程
度

●
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月
２

３１

日
〜
昭
和　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

４７

で
、
保
育
士
資
格
と
幼
稚
園
教
諭

免
許
の
両
方
を
持
ち
、
実
務
経
験

が
あ
る
人

●
試
験
日　
　

月　

日�
（
面
接
・

１２

１３

作
文
）

●
申
し
込
み　

い
ず
れ
も
、　

月
１１

２
日�
〜　

日�
（
土
・
日
曜
日
、

１０

祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後

５
時
に
、
人
事
課（
本
庁
舎
２
階
）

へ※
試
験
実
施
要
綱
や
受
験
申
込
書

は
、
同
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
臨
時
職
員
の
受
け
付
け

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

来
年
４
月
１
日
採
用
予
定

　

市
職
員
、
施
設
管
理
協
会
職
員
を
募
集
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
▼
人
事
課

問
い
合
わ
せ
▼

市
施
設
管
理
協
会

（�
〈　

〉２
３
２
２
）

７５



�広報あんじょう　2006.11.1

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
�
�
�
��
��
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
	

��

�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

■
第　

回
文
化
功
労
賞

３３

神
谷　
 
清  
久 

き
よ 
ひ
さ

　
　
　
　
　
　
〈
洋
画
／
安
城
町
／

　

歳
〉

７４

　

昭
和　

年
に
安
城
文
化
協
会
が

４１

主
催
し
た
「
市
民
芸
術
講
座
」
の

受
講
を
き
っ
か
け
に
形
象
派
美
術

協
会
に
入
会
し
、
昭
和　

年
の
形

４２

象
派
展
以
来
、
今
年
ま
で
連
続
し

て
入
選
。
そ
の
活
躍
は
国
際
的
で

あ
り
、
意
欲
的
な
創
作
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
長
年
、
同
協
会
三
河

支
部
長
を
務
め
、
現
在
は
顧
問
と

し
て
洋
画
の
指
導
・
普
及
に
意
欲

的
に
取
り
組
み
、
絵
を
通
し
て
地

域
文
化
の
振
興
に
尽
く
し
た
功
績

は
極
め
て
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

■
第　

回
文
化
協
会
賞（
個
人
）

３４

木
村　
 
恭  
子 　
　
　
　
　
　

や
す 
こ

〈
創
作
帯
結
び
／
朝
日
町
／　

歳
〉

５１

　

昭
和　

年
か
ら
創
作
帯
結
び
を

５２

始
め
ま
し
た
。
平
成
４
年
に
創
作

帯
結
び
木
村
会
を
設
立
し
て
、
き

も
の
文
化
の
振
興
・
発
展
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。
指
導
し
て
い
る

安
城
高
校
は
本
年
４
月
の
世
界
大

会
で
学
校
対
抗
の
部
１
位
。
国
際

交
流
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
み
、

き
も
の
文
化
の
普
及
振
興
に
尽
く

し
た
功
績
は
顕
著
で
、
今
後
一
層

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
第　

回
文
化
協
会
賞（
団
体
）

３１

　   

鷺
お
う   

会　
〈
書
〉

ろ

　

昭
和　

年
に
、
文
協
書
部
門
で

６３

個
々
に
活
躍
し
て
い
た
個
人
会
員

の
書
家
を
、
現
会
長
の
若
杉
徹
心

氏
が
ま
と
め
平
成
２
年
に
設
立
・

発
足
し
た
優
秀
な
書
家
グ
ル
ー
プ

で
す
。
翌
年
か
ら
毎
年　

鷺
会
書

展
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
常
に

書
を
通
じ
て
郷
土
文
化
の
普
及
振

興
に
会
員
全
員
が
努
め
、
そ
の
功

績
は
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

洋
画
の
神
谷
清
久
さ
ん
に
文
化
功
労
賞
ほ
か

　

安
城
の
文
化
各
賞
が
決
ま
り
ま
し
た

■
第　

回
文
化
奨
励
賞

４７

築
山
み
な
み

〈
書
／
末
広
町
／　

歳
〉

４９

　

故
戸
田
提
山
氏
に
師
事
し
何
有

社
会
員
。
中
日
書
道
会
で
は
準
大

賞
を
受
賞
し
、
現
在
二
科
審
査
会

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

竹
内　
 
紫  
燕 
し 
え
ん（ 

久  
代 
）

ひ
さ 
よ

〈
書
／
南
町
／　

歳
〉

４９

　

平
成
３
年
か
ら
横
山
夕
葉
氏
に

師
事
し
、
毎
日
書
道
展
に
も
入
選

を
続
け
て
い
ま
す
。
中
日
書
道
展

で
も
上
位
入
賞
を
続
け
、　

年
か

１４

ら
は
、
日
本
の
女
流
書
展
「
中
部

展
」
に
出
品
を
続
け
て
い
ま
す
。

平
松　
 
弘  
子 　

ひ
ろ 
こ

〈
工
芸
／
柿　

町
／　

歳
〉

６２

　

若
い
こ
ろ
か
ら
染
色
に
親
し
み
、

平
成　

年
か
ら
４
年
連
続
し
て
県

１０

文
連
美
術
展
の
特
選
、
美
術
展
賞

を
受
賞
。
養
護
施
設
や
小
学
校
な

ど
で
染
色
指
導
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

 
毛  
受 

め
ん 
じ
ょ
う 
貴  
代  
江 　

き 

よ 

え

〈
箏
曲
／
高
棚
町
／　

歳
〉

５５

　

昭
和　

年
か
ら
生
田
流
箏
曲
を

５６

始
め
、
現
在
は
生
田
流
宮
城
社
師

範
と
し
て
、
後
進
の
指
導
・
育
成

な
ど
箏
曲
文
化
の
普
及
向
上
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
文
化
振
興
賞

土
屋　
 
晴  
行 　

は
る 
ゆ
き

〈
山
野
草
／
篠
目
町
／　

歳
〉

７４

　

昭
和　

年
に
安
城
植
物
友
の
会

５２

に
入
会
し
、
研
究
会
や
観
察
会
に

積
極
的
に
参
加
し
て
、
山
野
草
の

知
識
の
研 
鑽 
に
努
め
、
山
野
草
を

さ
ん

通
じ
て
文
化
の
振
興
に
寄
与
し
た

功
績
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

天
野　
 
龍  
章 

り
ゅ
う 
し
ょ
う（ 

章  
子 
）　

あ
や 
こ

〈
詩
吟
／
明
治
本
町
／　

歳
〉

７３

　

昭
和　

年
に
岳
風
清
吟
会
に
入

５１

会
し
、　

年
に�
日
本
吟
道
学
院

５５

碧
洲
吟
道
会
へ
移
行
。
詩
吟
を
通

じ
て
郷
土
文
化
の
振
興
に
寄
与
し

た
功
績
は
、
極
め
て
顕
著
で
あ
り

ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報

　

公
表
制
度
ス
タ
ー
ト

問
い
合
わ
せ
▼

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
市
民
会
館
内
／�
〈　

〉１
１
５
１
）

７５
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■
今
年
度
に
公
表
の
対
象
と
な
る

介
護
サ
ー
ビ
ス

①
訪
問
介
護　

②
訪
問
入
浴
介
護

③
訪
問
看
護　

④
通
所
介
護　

⑤
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

（
有
料
・
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
）　

⑥
福
祉
用
具
貸
与　

⑦
居
宅
介
護

支
援　

⑧
介
護
老
人
福
祉
施
設　

⑨
介
護
老
人
保
健
施
設

問
い
合
わ
せ
▼
高
齢
福
祉
課

� 広報あんじょう　2006.11.1

　太平洋戦争末期、安城市でも、頻繁に空襲警報が発令
されたことが記録に残っています。名古屋の工業地帯を
爆撃する米軍機が三河の上空を通過していったからです。
このため住民は空襲警報に備え、枕元に防空 頭  巾 、着替

ず きん

え、非常持ち出し袋などを 揃 えて就寝していました。こ
そろ

れは地震災害にも通じる用意なのですが、三河地震の際
には衝撃であちこちに散乱し、闇の中で見失ってしまっ
たということがあったそうです。この経験から「防空頭
巾や非常持ち出し袋は固定しておくことが大切である」
という教訓が得られました。
　６１年前に書かれた『震災復旧事務日誌』にこんな一節
があります。
《老幼婦女子ノ悲鳴、倒壊家屋ノ 轟  音  相  和 シテ 物  凄 ク、

ごう おん あい わ もの すご

（中略） 周 
しゅう

 章 
しょう

 狼  狽 ト 茫  然  自  失 ト 相  織 リ成サレタル心地ニテ
ろう ばい ぼう ぜん じ しつ あい な

過ギ ･･････》
　 阿  鼻 

あ び

 叫 
きょう

 喚 が伝わってくるような臨場感 溢 れる文章です。
かん あふ

　また、南明治の警防団（現消防団）の副団長が三河地震

に関する記事を詳細につけていました。
《第二回目ノ大地震ニ見舞レル〈三河震災ト呼称〉（中略）
当安城町モ、南部古井、福釜、箕輪等ハ被害ノ大ナルモ
ノアリ。死者モ相当ニ有ル。》
　この続きには、団員たちが救援活動に大活躍したこと
が書かれています。昔から消防団は住民のために頑張っ
ていたんですね。
　１１月１日現在、歴史博物館で『三河地震―直下型地震
の恐怖―』が開催中です。上記で紹介した資料や当時の
写真がふんだんに展示してあります。会場内では、 一  時 、

ひと とき

６０年前にタイムスリップしたような気分になれるかもし
れません。展示期
間は残りわずかで
す（１１月１２日まで）。
防災意識の向上の
ためにも、是非お
出かけください。

災
害
情
報
を
い
ち
早

く
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

月
は　
　
　
　
　
　
　

１１児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

■
児
童
虐
待
と
は
？
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■
地
域
の
皆
さ
ん
へ
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　■

子
育
て
中
の
あ
な
た
へ　
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一
人
で
悩
ま
ず
、
勇
気
を
出
し
て

　

虐
待
・
暴
力
の
な
い
ま
ち
を
め
ざ
そ
う

■児童虐待４つのタイプ
①身体的虐待
����������	
���

�����������	
���

��������	
���

②性的虐待
��������	�
����

��������	
�����

�������

③ネグレクト
��������	
�����

���������	
���


��������	
�����

��������	
�����

�����

④心理的虐待
��������	
��
�


��������	
�����

問
い
合
わ
せ
▼

市
児
童
課
、

刈
谷
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

（�
〈　

〉７
１
１
１
）

２２

　

月　

日�
〜　

日�
は

１１

１２

２５

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」
期
間
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問
い
合
わ
せ
▼

市
民
活
動
課
・
市
民
課
相
談
室

女
性
に
対
す
る
暴
力

根
絶
の
た
め
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク


